
履修系統図
（カリキュラム・ツリー）

福山大学薬学部

令和2（2020）年4月1日現在



6
年
次

後

前

5
年
次

後

前

4
年
次

後

前

3
年
次

後

前

2
年
次

後

前

1
年
次

後

前

資質１：臨床で活躍するための薬剤師としての心構え
豊かな人間性に基づいた患者・生活者本位の視点と生命の尊厳に配慮
する医療人の視点を備え、ホスピタリティーを持って患者・生活者と
接するとともに薬剤師としての使命感、責任感及び倫理観に基づいて
行動できる能力を身につけている。

自
立

対
話

社
会
参
加

自
己
実
現

共
通
教
育
科
目

地域薬局
患者の視点に立っ
た行動

薬剤師を
取り巻く法規

薬学入門Ⅰ

コミュニ
ケーション
交流学習

生命倫理

医薬品管理
医薬品の安定供給と社会保障制度

事前学習

病院・薬局実務実習 実務実習後学習

調剤

薬学入門Ⅱ

ファーマシューティカルケア総合演習Ⅰ
ファーマシューティカルケア総合演習Ⅱ
ファーマシューティカルケア総合演習Ⅲ
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専門基礎科目

専門科目医療薬学系 法・制度

専門科目生物系

注意）
①資質1は、薬剤師としての最も重要で基礎となる資質である。
資質2-8修得対象のすべての科目の授業で、当該科目と資質1
との関連性が繰り返し教示されるが、煩雑になる為に
資質2-8のマップでは資質1関連科目は省略している。

②資質2の内容は多岐に亘るため、資質（中項目5・6・7）と
資質（中項目8・9）に分けてツリーとしている。
資質（中項目5・6・7）は3年後期の「実践薬学演習」、資
質（中項目8・9）は 4年次前期の「基礎薬学演習」と「医
薬品の化学構造と性質」で総括的評価を行う特徴がある。

③資質2で修得すべき基礎的な知識は、資質3-8のすべてで必要
とされる。しかし、すべての資質2修得関連科目記載は重複
するため、資質3-8のマップでは「資質2関連科目」と表記し
ている。

④資質に関して、総括的評価を行う科目は＊を付記している。

資質ごとの修得科目の順次性（カリキュラム・ツリー）
2020学生便覧、ｐ159にカリキュラムマップが示されているが、

このカリキュラムツリーでは、８の資質修得に至る科目履修の順次性を
さらに詳しく図示している。

実習及び演習

専門科目物理系 専門科目化学系

専門科目衛生系
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資質2：医薬品・化学物質等が生体及び環境に及ぼす影響を理解するための科学力

中項目5：生命の連続性(恒常性)と人体の成り立ちを理解している。
中項目6：生命活動を支える物質と生体内化学反応を理解している。

＊実践薬学演習

人体の成り立ちと機能ⅠA

薬の効くメカニズム

生体エネルギー代謝

生体調節分子

資質3、4、5、6、7、8へ

＊（以下の科目群について4年次
前期実践薬学演習で、総括的評価
を行う）

実習Ⅰ（実験の基本的手
技と容量分析）

実習Ⅱ（化学物質の合
成・構造解析・定量/反
応速度の解析/天然生物
活性物質）

実習Ⅲ（生体成分およ
び細菌の検出法/生
薬・漢方製剤）

実習Ⅳ（薬物作用の解析/
放射性同位元素の取り扱
い/健康と環境関連指標の
測定）

バイオ・細胞医薬品

ゲノム情報と創薬

薬物の臓
器への到
達と消失

生殖器系・内分泌系疾
患の薬・病態・治療

中枢神経系疾患の・病
態・治療Ⅱ、免疫・炎
症・アレルギー疾患の
薬物治療

中枢神経系疾患の
薬・病態・治療Ⅰ

代謝系・呼吸器系疾
患の薬・病態・治療

消化器系疾患の
薬・病態・治療

循環器系・腎疾患の
薬・病態・治療

血液・造血器系疾患の
薬・病態・治療

悪性腫瘍の薬・病態・治
療、感染症の薬物治療
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中項目7：医薬品の作用を生体との反応に基づいて理解している。

専門科目医療薬学系①
（主として疾病と薬物治療の基礎）

専門科目生物系①

末梢神経に作用する薬

生命活動を担うアミノ酸・タンパク質代謝

生命体の基本単位としての細胞

生体機能の調節Ⅱ

生体機能の調節Ⅰ

生命情報を担う遺伝子 人体の成り立ちと機能Ⅱ
漢方薬物治療

漢方医学概説

中項目5、6

中項目7
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資質2：医薬品・化学物質等が生体及び環境に及ぼす影響を理解するための科学力

4

中項目8：生体及び環境に作用する医薬品・化学物質の構造と性質
を理解している。

中項目９：生体及び環境に影響を及ぼす化学物質や微生物を理
解している。

＊基礎薬学演習

基礎分析化学A

物質のエネルギー

物質の構造と相互作用、物質の状態

機器分析学

分析技術の臨床
応用

物質の構造と放
射線

化学反応速度
薬局方収載の試
験法

応用分析科学

漢方医学概説

薬になる動植
鉱物

天然物化学

薬物の宝庫と
しての天然物

漢方薬物治療

実習Ⅰ（実験の基本的手技と容
量分析）

実習Ⅱ（化学物質の合成・構造
解析・定量/反応速度の解析/天
然生物活性物質）

実習Ⅲ（生体成分および細菌の
検出法/生薬・漢方製剤）

実習Ⅳ（薬物作用の解析/放射性
同位元素の取り扱い/健康と環境
関連指標の測定）

資質3、4、5、6、7、8へ

生体分子の構造と化学的
性質

＊医薬品の
化学構造と性質

薬学の基礎となる化学
A・基礎有機化学Ⅰ

有機化学Ⅰ

有機化学Ⅱ

ターゲット分子の合成

基礎有機化学Ⅱ

＊（有機科目群以外の以下の科目群について3年次後期の基礎薬学演習で総括的評価）

＊（有機化学科目群
について“医薬品の
化学構造と性質”で
総括的評価）

病原体としての
微生物

病原微生物と感
染症

免疫と疾患

ゲノム情報と創薬

化学物質の生体へ
の影響＊

専門科目化学系

専門科目物理系 専門科目生物系②

天然物化学科目群

本来は医療薬学系科目だが、
一部漢方製剤成分の解説を含む

免疫のしくみ

有機化学科目群

薬学の基礎としての
数学A

＊この科目は衛生系科目だが、便宜上生物系科目として表記した。

中項目8

中項目9



6年
次

後

前

5年
次

後

前

4年
次

後

前

3年
次

後

前

2年
次

後

前

1年
次

後

前

自
立

対
話

社
会
参
加

自
己
実
現

共
通
教
育
科
目

臨床検査

＊事前学習

臨床推論
演習

＊病院・薬局実務実習

調剤

資質3：医薬品の適正使用を実施するための処方せん調剤を実践する能力
医薬品の適正使用の観点から処方せん監査、疑義照会,調剤,医薬品の供給と
管理,安全管理,服薬指導を実践する能力を身につけている。

資質4：チーム医療の中で最適・安全な薬物療法を提供するための実践的能力
薬物療法で主体的な役割を果たすために、他職種と連携して患者情報を収集し,

薬物療法における効果と副作用を評価するとともに処方設計の提案を実践する能力を有する。

＊実務実習後学習

ファーマシューティカルケア総合演習Ⅰ
ファーマシューティカルケア総合演習Ⅱ
ファーマシューティカルケア総合演習Ⅲ

医薬品管理

薬剤師を取
り巻く法規

化学物質の
生体への影
響

生活環境
と健康

食品衛生

疾病の予防、
社会・集団
と健康

薬物の臓器への到
達と消失

実習Ⅴ（製剤の調
製/投与計画/医薬
品情報の検索）

薬物動態解析、製
剤とDDS、製剤の
性質

専門科目衛生系

専門科目
法・制度系

専門科目医療薬学系②

資質6：地域住民の健康を守るための実践的能力
地域の医療、保健・福祉、介護及び行政等に参画・連携して、
地域医療の推進及び人々の健康・公衆衛生の向上に貢献する能力を身につけている。

専
門
科
目
医
療
薬
学
系
①

専
門
科
目
物
理
系

専
門
科
目
化
学
系

専
門
科
目
生
物
系
①
②

資質2

資質2の修得知識すべてが、
資3、4、6取得に必要である。

医薬品の安定
供給と社会保
障制度

実習Ⅰ

実習Ⅱ

実習Ⅲ

実習Ⅳ

＊患者の視点に
立った行動

＊地域薬局

資質3、4、6

専
門
基
礎

＊実践薬学演習

＊基礎薬学演習 ＊医薬品の
化学構造と性質
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＊病院・薬局実務実習 ＊実務実習後学習

ファーマシューティカルケア総合演習Ⅰ
ファーマシューティカルケア総合演習Ⅱ
ファーマシューティカルケア総合演習Ⅲ

専門科目
法・制度
系

専
門
科
目
医
療
薬
学
系
②

専
門
科
目
医
療
薬
学
系
①

専
門
科
目
物
理
系

専
門
科
目
化
学
系

専
門
科
目
生
物
系
①
②

資質2

実習Ⅰ

実習Ⅱ

実習Ⅲ

実習Ⅳ

資質3、4、6

専
門
基
礎

＊実践薬学演習

＊基礎薬学演習 ＊医薬品の

化学構造と性質

専
門
科
目
衛
生
系

＊
課
題
研
究実習Ⅴ

総合薬学
演習

資質5：医療の進歩と改善に寄与するための研究能力
科学的な知識に基づいた論理的思考による問題発見能力と問題解決の
ための基礎的な実験・研究能力を身につけている。

資質7：医療の進歩と社会のニーズに対応するための自己研鑽と教育能力
向上心を持ち、たゆまず自己研鑽を続ける姿勢と次世代を担う医療人を育成する意欲と態度
を身につけている。

＊
薬
学
総
論

資質8：薬剤師に求められる総合的な知識
薬剤師になるために必要な総合的な知識を有している。

資質5、7

資質8


